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受動態 

 

ヒンディー語では、一般に動作の主体を明示する必要がないとき、あるいは主体を特定することができないときには、

受動態が用いられます。 

 

1. 受動態 

 

 他動詞の完了分詞＋जाना  

 

भारत में अनेक भाषाए ँबोली जाती हैं । インドではたくさんの言葉が話される。 

 

① 動作の主体をあえて示す場合、सेあるいは के द्वाराなどの句によって表現されます。 

 

उससे अपनी बेटी की दशा नहीं देखी जाती थी । 彼女には娘の様子が見ていられなかった。 

कई राजनीततज्ञों के द्वारा इस महत्त्वपूर्ण योजना की घोषर्ा की गई ह ै। 何人もの政治家によってこの重大

な計画が発表された。 

मगु़ल बादशाहों के द्वारा उत्तर भारत में अनेक शहर बनाए गए थ े। ムガル朝の皇帝によって、北インドでは

たくさんの町が造られた。 

सरकार की ओर से इस संस्थान का उद्घाटन ककया गया ह ै। 政府によってこの研究所が開設された。 

 

② 目的語が後置詞कोを従えると、完了分詞と動詞जानाの活用形は男性・単数形となります。 

 

इस ऊँचाई पर दरू तक समदु्र को देखा जा सकता ह ै। この高さからなら遠くまで海が見えます。 

दरूबीन से दरू-दरू तक समन्दर के जहाजों को देखा जा सकता ह ै। 望遠鏡で、遠くまで海の船が見えます。 

ककसके हाथ तुम्हें यहा ँभेजा गया ह ै? 誰がお前をここに寄越したのか？ 

 

③ 目的語が節を取る場合、完了分詞と動詞जानाの活用形は男性・単数形となります。 

 

यह अनुमान लगाया जा रहा ह ैकक ककसीके षड्यतं्र का फल ह ै। 誰かの陰謀の結果だと推測される。 

कहा जाता ह ैकक बडे पैमाने पर वातावरर् का प्रदषूर् हो रहा ह ै। 大規模な大気汚染が進行しているといわ

れている。 
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2. 無人称態 

 

 自動詞の完了分詞＋जाना  

 

自動詞の完了分詞が受動態と同様の形をとり、行為者側の能力の有無や心理的な事情により、行為の能・不能を表現

することがあります。この場合、動詞の活用形は常に男性・単数形となります。 

 

मझुसे तो वहाँ नहीं रहा जाता था । 私にはとてもそこにはいられなかった。 

चचता के मारे अनीता से नहीं सोया गया । 心配のあまりアニーターは眠れなかった。 

थकान के मारे मझुसे ज़्यादा नहीं चला जाता था । 疲れて、たくさん歩けなかった。 

 


